










吉積 健 「メディア時代の芸術 一 芸術 と日常のはざま
勁草書房1992.
」
今 日,「マルチメデ ィア」 とか 「メディ
ア戦争」 とか言った言葉,あ るいは 「立体




































































































なアヴァンギャル ド芸術(ネ オ ・ダダ,ポ












のヴィデオ ・アー トが新たに登場して くる。
そこに芸術 とテクノロジーとの統合のひと
つの典型が実現される。それは非言語的記

















ル の 『情報理論 と美的感覚』(1958),S.
クラカウアーの 『映画の理論 一 物的現実
105
の回復』(1960),モル の 『芸術 とコンピュ




























































































































とりわけその 「構造」 と 「記号」の読解を
通して,さ らに非常に多 くの理論的著作の
的確な読解を通して明 らかにし,また総合
的な 「映像芸術論」の構築を構想 している
点,大 いに賛意を表すと共に今後の一層の
研究の発展を望むものである。なお本書は
著者が1992年に大阪大学文学部に提出した
学位申請論文 『網目構造の映像一 メディ
ア時代の芸術 一 』と同じものである。
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